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平成 25 年２月８日 

各 位 

 

会社名   株式会社コンテック 

代表者名  代表取締役社長 漆﨑 榮二郎 

                         （コード番号 6639 東証第２部） 

問合せ先  取締役 専務執行役員 藤井 貢 

電話番号  06-6472-7130（代表） 

 

中期経営計画（平成 25 年度～平成 28 年度）の策定について 

 

 

当社は、平成 25 年度を初年度とするグループ中期経営計画について、下記のとおり策定しま

したので、その概要をお知らせいたします。 

 

記 

 
１．計画策定の背景 

当社では、平成 22 年４月に現行の中期経営計画（平成 22 年度～平成 24 年度）をスター

トさせ、事業の拡大に取り組んでまいりましたが、当社を取り巻く事業環境は、世界経済の

減速等を背景に、製造業の設備投資が減少するなど厳しい状況が続いてまいりました。この

ため、残念ながら目標として掲げた経営指標を達成できない見込みとなりました。 

今回、策定した新中期経営計画では、医療・介護など非製造業分野の成長とアジア地域の

経済成長が見込まれることから、当社のビジネスチャンスは十分にあると考えており、下記

基本方針のもと、これらの市場開拓に注力し、計画達成を目指します。 

なお、新しい中期経営計画の策定期間は、当社の親会社である株式会社ダイフクが創立

80 周年を迎える平成 28 年度までの４ヵ年としました。 

 

２．基本方針 

   次の５項目を基本方針として、事業拡大を図りつつ、社会から信頼される企業活動を行な

ってまいります。 

  (１) 事業体制の変革で成長分野を深耕 

(２) 海外市場の売上拡大 

(３) グローバル市場で競争力のある価格・納期の実現 

(４) 商品開発・エンジニアリング体制の強化 

(５) 新規事業の更なる推進 
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３．具体的施策 

   上記の基本方針に基づき、次の具体的施策を積極的かつ効率的に実行していきます。 

  (１) 事業体制の変革で成長分野を深耕 

当社では、成長の期待される新分野として医療・介護や再生可能エネルギー分野に着目

し、これら新分野へ商品・サービスを提供するために、営業部門、開発部門、エンジニ

アリング部門を新しい体制に変革してまいりました。 

その結果、医療・介護分野へはベッドサイド情報端末や専用の組込コンピューターの販

売が貢献し、再生可能エネルギー分野では、太陽光計測制御システムの販売が順調に推

移しております。これらの成長分野に向けた商品・サービスの拡充を行い業界の深耕を

行うと共に、エネルギーマネジメントシステムなど新たな成長分野に挑戦し成長戦略の

実現を図ってまいります。 

 

(２) 海外市場の売上拡大 

これまで、中国、台湾、米国に販売拠点を設けて海外市場の開拓に取り組んでまいりま

した。2012 年末には医療分野向けのコンピューターを販売する米国の DTx Inc.を子会

社化し、また 2013 年２月には成長著しい東南アジア及びインド市場の拡販を目指して

シンガポールに新会社を設立、これまで以上に海外展開を加速させてまいります。さら

に、ヨーロッパ、インド、韓国などへの販売拠点設置を視野に入れながら、海外売上高

比率を現在の５％から 20％に拡大してまいります。 

 

(３) グローバル市場で競争力のある価格・納期の実現 

競争力のある価格の実現のため、継続してグローバル調達に取り組んでまいります。 

また、コストダウンを更に推進するために、生産の海外移転を加速させてまいります。

さらに、お客様のご要望に応じた納期の実現を図るため、各拠点における製品の在庫化

を進めてまいります。 

 

(４) 商品開発・エンジニアリング体制の強化 

コンピューター産業の中心地である台湾での開発力を強化するため技術者を増員し、グ

ローバル市場に適した商品開発を行ってまいります。また、顧客対応力を高めるために、

海外拠点のエンジニアリング体制を強化してまいります。 

 

(５) 新規事業の更なる推進 

新規事業として取り組んでいる非接触給電の移動中給電製品のラインアップ強化に加

え、今後は産業車両などのバッテリー充電システム（スポット充電）市場が大きく拡大

すると見込んでおり、この分野に向けて新製品を開発し投入してまいります。本中期経

営計画におきましては、スポット充電市場での売上高を、グループ全体の 10％まで拡

大することを目指してまいります。 
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４．数値目標（連結ベース） 

 (金額単位：百万円)   

 平成 24 年度見込み

(平成 25 年３月期)

 平成 28 年度計画 

(平成 29 年３月期) 

売 上 高 17,500

営 業 利 益 200

経 常 利 益 160

当 期 純 利 益 100  

売上高 

営業利益 

28,000 

7％以上 

   
上記の予想及び目標は、現時点で入手可能な情報に基づいて判断したものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって、予想及び目標数値と異なる可能性があります。 

 

 
－以上－ 




